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あ
け
ま
し
て
お
め
で
と
う
ご
ざ
い
ま
す
。

　

新
た
な
年
が
、
県
民
の
皆
様
に
と
り
ま
し
て
素
晴
ら
し
い
１
年
と
な
り
ま
す
よ
う
、
心
か
ら
お
祈
り
申
し
上
げ
ま
す
。

　

昨
年
は
、
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
が
５
類
感
染
症
へ
移
行
し
、
ア
フ
タ
ー
コ
ロ
ナ
へ
の
動
き
が
加
速
す
る
中
、
安
心
な
日
常
生
活
を

取
り
戻
し
、
社
会
経
済
活
動
を
回
す
た
め
の
取
組
を
オ
ー
ル
愛
知
一
丸
と
な
っ
て
進
め
て
ま
い
り
ま
し
た
。

　

そ
う
し
た
中
、
昨
年
は
、
新
た
に
「
も
の
の
け
の
里
」
が
開
園
し
た
「
ジ
ブ
リ
パ
ー
ク
」
を
始
め
、
国
内
最
大
の
ス
タ
ー
ト
ア
ッ
プ
支
援
拠

点
「
S
T
A
T
I
O
N 

A
i
」
や
「
愛
知
国
際
ア
リ
ー
ナ
」
の
整
備
を
着
実
に
推
進
す
る
と
と
も
に
、
2
0
2
6
年
の
愛
知
・
名
古
屋
ア
ジ
ア
・

ア
ジ
ア
パ
ラ
競
技
大
会
に
向
け
た
準
備
を
し
っ
か
り
と
進
め
、
愛
知
を
更
な
る
「
飛
躍
」
へ
と
導
く
１
年
と
す
る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。

　

ま
た
、
国
に
先
駆
け
て
取
り
組
ん
だ
「
少
子
化
対
策
パ
ッ
ケ
ー
ジ
」
や
、
本
県
独
自
の
「
休
み
方
改
革
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
」
な
ど
、
時
代
の
流

れ
を
見
極
め
な
が
ら
、
愛
知
が
「
フ
ァ
ー
ス
ト
・
ペ
ン
ギ
ン
」
と
な
り
、
様
々
な
取
組
に
果
敢
に
チ
ャ
レ
ン
ジ
し
た
１
年
で
も
あ
り
ま
し
た
。

　

世
界
は
、
グ
ロ
ー
バ
ル
化
や
デ
ジ
タ
ル
化
の
加
速
度
的
な
進
展
、
S
D
G
s
実
現
に
向
け
た
潮
流
な
ど
、
大
き
く
変
化
を
し
て
い
ま
す
。
こ

う
し
た
変
化
に
的
確
に
対
応
し
、
将
来
に
わ
た
り
、
愛
知
が
成
長
を
続
け
て
い
く
た
め
に
は
、
何
よ
り
、
愛
知
を
支
え
る
「
人
づ
く
り
」
が
重

要
と
な
り
ま
す
。

　

今
年
も
、
日
本
の
未
来
を
形
づ
く
る
ビ
ッ
グ
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
を
着
実
に
進
め
る
と
と
も
に
、
新
時
代
を
担
う
人
材
の
育
成
・
発
掘
に
力
を
注
ぎ
、

「
日
本
一
元
気
な
あ
い
ち
」
の
実
現
を
目
指
し
て
ま
い
り
ま
す
。

　

今
年
３
月
に
は
、
ジ
ブ
リ
パ
ー
ク
最
大
の
エ
リ
ア
で
あ
る
「
魔
女
の
谷
」
が
開
園
し
、
フ
ル
オ
ー
プ
ン
を
迎
え
ま
す
。
ま
た
、
10
月
に
は
、

「
S
T
A
T
I
O
N 

A
i
」
が
い
よ
い
よ
開
業
し
ま
す
。
世
界
中
か
ら
、
最
先
端
の
技
術
・
サ
ー
ビ
ス
、
人
材
を
愛
知
に
呼
び
込
み
、
新
た
な

イ
ノ
ベ
ー
シ
ョ
ン
を
次
々
と
創
出
す
る
こ
と
で
、
更
に
人
材
が
育
ち
集
ま
っ
て
く
る
、
そ
う
し
た
人
材
の
好
循
環
を
生
み
だ
し
、
更
な
る
愛
知

の
成
長
に
つ
な
げ
て
ま
い
り
ま
す
。

　

も
ち
ろ
ん
、
こ
う
し
た
取
組
と
あ
わ
せ
、
社
会
イ
ン
フ
ラ
整
備
や
農
林
水
産
業
の
振
興
、
教
育
、
女
性
の
活
躍
、
医
療
・
福
祉
、
感
染
症
対
策
、

環
境
、
雇
用
、
多
文
化
共
生
、
防
災
・
交
通
安
全
、
東
三
河
地
域
の
振
興
な
ど
、
県
民
の
皆
様
の
生
活
と
社
会
福
祉
の
向
上
に
も
力
を
注
い
で

ま
い
り
ま
す
。

　

引
き
続
き
、
県
民
の
皆
様
す
べ
て
が
豊
か
さ
を
実
感
で
き
る
「
日
本
一
住
み
や
す
い
愛
知
」、
す
べ
て
の
人
が
輝
き
、
未
来
へ
輝
く
「
進
化
す

る
愛
知
」
の
実
現
を
目
指
し
、
全
力
で
取
り
組
ん
で
ま
い
り
ま
す
の
で
、
一
層
の
ご
理
解
と
ご
支
援
を
お
願
い
申
し
上
げ
ま
す
。

　

2
0
2
4
年
元
旦

新
春
を
迎
え
て

愛
知
県
知
事

大　

村　

秀　

章
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新
年
あ
け
ま
し
て
お
め
で
と
う
ご
ざ
い
ま
す
。

　

皆
様
に
お
か
れ
ま
し
て
は
令
和
六
年
の
新
春
を
す
こ
や
か
に
お
迎
え
の
こ
と
と
お
慶
び
申
し
上
げ
ま
す
。

　

昨
年
は
、
初
め
て
の
場
所
と
時
間
帯
で
開
催
い
た
し
ま
し
た
学
校
給
食
関
連
物
資
展
示
会
へ
の
ご
協
力
と
ご
来
場
を
誠
に
あ
り
が
と
う
ご
ざ

い
ま
し
た
。
皆
様
の
ご
協
力
に
よ
り
盛
会
に
行
わ
れ
ま
し
た
こ
と
を
組
合
員
一
同
感
謝
し
て
お
り
ま
す
。
ま
た
、
昨
年
五
月
に
新
型
コ
ロ
ナ
ウ

イ
ル
ス
感
染
症
の
感
染
症
法
の
位
置
付
け
が
「
新
型
イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ
等
感
染
症
（
い
わ
ゆ
る
２
類
相
当
）」
か
ら
「
５
類
感
染
症
」
に
な
り
ま

し
た
こ
と
か
ら
、
組
合
で
も
秋
の
親
睦
会
や
講
演
会
及
び
懇
親
会
の
開
催
な
ど
を
数
年
ぶ
り
に
開
催
い
た
し
ま
し
た
。
こ
ち
ら
も
多
く
の
皆
様

の
ご
協
力
と
御
出
席
を
い
た
だ
き
誠
に
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。

　

世
界
情
勢
の
変
化
や
不
安
定
さ
、
急
激
な
円
安
や
生
活
必
需
品
・
燃
料
費
の
値
上
げ
な
ど
に
関
連
し
て
、
私
ど
も
の
扱
う
学
校
給
食
関
連
物

資
に
関
し
て
も
未
だ
価
格
の
上
昇
を
抑
え
き
れ
な
い
状
況
で
は
ご
ざ
い
ま
す
が
、
今
の
状
況
下
で
の
新
規
学
校
給
食
物
資
の
開
発
や
安
心
安
全

な
学
校
給
食
物
資
の
永
続
的
な
安
定
供
給
を
は
じ
め
と
し
て
、
ひ
と
つ
ず
つ
課
題
を
解
決
し
な
が
ら
い
ま
で
き
る
こ
と
を
で
き
う
る
限
り
み
な

さ
ま
と
協
力
し
つ
つ
今
後
も
行
っ
て
ま
い
り
ま
す
。
こ
れ
は
、
昨
年
の
講
演
会
を
経
て
、
学
校
給
食
に
関
わ
る
も
の
と
し
て
、
ま
た
、
子
ど
も

の
教
育
に
関
わ
る
も
の
と
し
て
、
同
志
と
し
て
関
わ
っ
て
い
く
こ
と
の
大
切
さ
を
改
め
て
感
じ
た
か
ら
こ
そ
の
思
い
で
も
あ
り
ま
す
。

　

今
年
も
原
材
料
、
燃
料
、
運
賃
な
ど
様
々
な
価
格
上
昇
が
想
定
さ
れ
て
お
り
コ
ス
ト
削
減
な
ど
課
題
は
多
く
あ
り
ま
す
が
、
先
述
の
と
お
り

新
し
い
時
代
に
対
応
し
た
学
校
給
食
関
連
物
資
の
安
定
供
給
に
組
合
員
・
賛
助
会
員
一
同
寄
与
し
て
ま
い
り
ま
す
。
そ
う
い
っ
た
新
し
い
物
資

の
ご
紹
介
や
食
に
関
す
る
様
々
な
情
報
を
、
今
年
も
夏
に
開
催
を
予
定
し
て
お
り
ま
す
学
校
給
食
関
連
物
資
展
示
会
や
、
発
行
し
て
お
り
ま
す

機
関
紙
「
中
日
本
給
食
だ
よ
り
」
の
各
号
紙
面
に
お
い
て
ご
紹
介
し
て
ま
い
り
ま
す
の
で
、
栄
養
教
諭
・
学
校
栄
養
職
員
の
皆
様
に
お
か
れ
ま

し
て
は
、
是
非
こ
の
機
会
を
活
か
し
て
子
ど
も
の
学
校
給
食
の
充
実
や
食
育
に
役
立
て
て
い
た
だ
け
れ
ば
幸
い
で
す
。
ま
た
、
組
合
員
企
業
、

賛
助
会
員
企
業
、
関
連
企
業
の
皆
様
に
お
か
れ
ま
し
て
も
、
組
合
の
各
事
業
や
機
会
を
ご
利
用
い
た
だ
く
こ
と
に
よ
り
、
学
校
給
食
や
食
育
等

に
対
し
て
一
層
の
理
解
を
深
め
、安
心
安
全
な
学
校
給
食
は
も
と
よ
り
、今
後
の
学
校
給
食
の
充
実
と
発
展
を
共
に
目
指
し
て
ま
い
り
ま
し
ょ
う
。

　

辰
年
の
こ
の
一
年
が
皆
様
方
に
と
っ
て
健
康
で
、
よ
り
一
層
の
活
躍
を
さ
れ
る
佳
き
年
で
あ
り
ま
す
よ
う
に
祈
念
し
、
本
年
も
当
組
合
に
対

し
変
わ
ら
ぬ
ご
支
援
、
ご
協
力
を
賜
り
ま
す
よ
う
お
願
い
申
し
上
げ
、
新
年
の
ご
挨
拶
と
い
た
し
ま
す
。

　

令
和
六
年　

元
旦

新
年
の
挨
拶

愛
知
県
学
校
給
食
物
資
流
通
協
同
組
合

理
事
長　

蜂　

須　

賀　

勝　

久
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愛
知
ヨ
ー
ク
株
式
会
社

代
表
取
締
役
社
長　

平　

野　

豪　

治

小
牧
市
大
字
間
々
原
新
田
字
中
島
五
〇
〇

Ｔ
Ｅ
Ｌ
〈
０
５
６
８
〉
７
７
︱
３
１
４
１

Ｆ
Ａ
Ｘ
〈
０
５
６
８
〉
７
５
︱
８
７
５
３

エ
バ
ラ
食
品
工
業
株
式
会
社

名
古
屋
支
店
長　

青　

木　

秀　

利

名
古
屋
市
中
区
錦
一
︱
三
︱
七

ア
デ
ィ
ッ
ト
桜
通
り
九
階

Ｔ
Ｅ
Ｌ
〈
０
５
２
〉
２
３
１
︱
７
０
０
１

Ｆ
Ａ
Ｘ
〈
０
５
２
〉
２
３
１
︱
９
３
３
７

大
島
食
品
工
業
株
式
会
社

代
表
取
締
役　

大　

島　

雄　

治

名
古
屋
市
守
山
区
小
幡
南
二
︱
二
︱
五

Ｔ
Ｅ
Ｌ
〈
０
５
２
〉
７
９
５
︱
０
０
９
１

Ｆ
Ａ
Ｘ
〈
０
５
２
〉
７
９
５
︱
２
５
４
４

カ
ゴ
メ
株
式
会
社

　

伊　

藤　

一　

章

名
古
屋
市
中
区
錦
三
丁
目
一
四
番
一
五
号

Ｔ
Ｅ
Ｌ
〈
０
５
２
〉
９
５
１
︱
３
５
８
１

Ｆ
Ａ
Ｘ
〈
０
５
２
〉
９
７
１
︱
４
１
０
６

味
の
素
冷
凍
食
品
株
式
会
社

代
表
取
締
役
社
長　

寺　

本　

博　

之

東
京
都
中
央
区
銀
座
七
丁
目
一
四
番
一
三
号

　
　
　
　
　
　
　
　

日
土
地
銀
座
ビ
ル

Ｔ
Ｅ
Ｌ
〈
０
３
〉
６
３
６
７
︱
８
６
０
０

Ｆ
Ａ
Ｘ
〈
０
３
〉
３
５
４
３
︱
６
５
６
１

エ
ム
・
シ
ー
シ
ー
食
品
株
式
会
社

代
表
取
締
役
社
長　

水　

垣　

宏　

隆

神
戸
市
東
灘
区
深
江
浜
町
三
二

Ｔ
Ｅ
Ｌ
〈
０
７
８
〉
４
５
１
︱
１
４
８
１

Ｆ
Ａ
Ｘ
〈
０
７
８
〉
４
１
２
︱
１
９
３
６

株
式
会
社
極
洋　

名
古
屋
支
社

支　

社　

長　

𠮷　

冨　
　

毅

名
古
屋
市
東
区
東
桜
一
︱
四
︱
三

　
　
　
　
　
　
　
　
　

大
信
ビ
ル
五
階

Ｔ
Ｅ
Ｌ
〈
０
５
２
〉
９
５
５
︱
８
２
５
０

Ｆ
Ａ
Ｘ
〈
０
５
２
〉
９
５
５
︱
８
１
３
０

株
式
会
社
伊
藤
海
苔
店

代
表
取
締
役
社
長　

伊　

藤　

幸　

次

愛
知
県
田
原
市
浦
町
西
側
七
〇
番
地

Ｔ
Ｅ
Ｌ
〈
０
５
３
１
〉
２
２
︱
１
０
３
０

Ｆ
Ａ
Ｘ
〈
０
５
３
１
〉
２
３
︱
２
０
３
０

九
鬼
産
業
株
式
会
社

代
表
取
締
役　

田　

中　

啓　

之

三
重
県
四
日
市
市
尾
上
町
十
一
番
地

伊
那
食
品
工
業
株
式
会
社　

名
古
屋
支
店

支　

店　

長　

森　

田　

豊　

美

愛
知
県
小
牧
市
小
木
東
一
︱
四
九

Ｔ
Ｅ
Ｌ
〈
０
５
６
８
〉
７
５
︱
６
６
６
０

Ｆ
Ａ
Ｘ
〈
０
５
６
８
〉
７
５
︱
６
６
９
９

エ
ス
ビ
ー
食
品
株
式
会
社　

中
部
支
店

支　

店　

長　

樋　

口　
　
　

誠

名
古
屋
市
名
東
区
本
郷
二
︱
一
八
〇

Ｔ
Ｅ
Ｌ
〈
０
５
２
〉
７
６
０
︱
１
６
０
８

Ｆ
Ａ
Ｘ
〈
０
５
２
〉
７
６
０
︱
１
７
３
５

名
古
屋
支
店

支

店

長
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会
報
・
自
費
出
版
物
・
名
簿
等
各
種
印
刷

株
式
会
社
言
文
社

代
表
取
締
役　

赤　

尾　
　
　

好

名
古
屋
市
西
区
枇
杷
島
二
丁
目
六
︱
五

Ｔ
Ｅ
Ｌ
〈
０
５
２
〉
５
８
３
︱
１
１
４
５

Ｆ
Ａ
Ｘ
〈
０
５
２
〉
５
８
３
︱
１
７
５
６

テ
ー
ブ
ル
マ
ー
ク
株
式
会
社

名
古
屋
支
社
長　

都　

甲　

信　

之

名
古
屋
市
中
区
伊
勢
山
二
︱
十
二
︱
一

　
　
　
　
　
　

Ｊ
Ｔ
名
古
屋
ビ
ル
三
階

Ｔ
Ｅ
Ｌ
〈
０
５
２
〉
３
２
４
︱
２
０
１
０

Ｆ
Ａ
Ｘ
〈
０
５
２
〉
３
２
４
︱
２
０
１
５

シ
マ
ダ
ヤ
株
式
会
社

　

笠　

原　

仁　

史

愛
知
県
名
古
屋
市
中
区
栄
一
︱
二
五
︱
七

　
　
　
　
　
　
　
　

ジ
ャ
パ
ン
ビ
ル
３
Ｆ

Ｔ
Ｅ
Ｌ
〈
０
５
２
〉
２
２
２
︱
３
４
６
１

Ｆ
Ａ
Ｘ
〈
０
５
２
〉
２
２
２
︱
３
４
６
５

天
狗
缶
詰
株
式
会
社

代
表
取
締
役
社
長　

伊　

藤　

圭
太
郎

名
古
屋
市
中
区
金
山
一
︱
一
二
︱
一
四

　
　
　
　
　
　
　

金
山
総
合
ビ
ル
六
階

Ｔ
Ｅ
Ｌ
〈
０
５
２
〉
３
０
０
︱
５
５
５
５

Ｆ
Ａ
Ｘ
〈
０
５
２
〉
３
０
０
︱
５
５
５
６

「
食
」か
ら「
命
」と「
未
来
」を
つ
く
る
。

清
水
冷
凍
株
式
会
社

静
岡
市
清
水
区
袖
師
町
七
八
一
︱
一

Ｔ
Ｅ
Ｌ
〈
０
５
４
〉
３
６
６
︱
５
５
７
８

Ｆ
Ａ
Ｘ
〈
０
５
４
〉
３
６
４
︱
９
０
８
４

株
式
会
社
ナ
ガ
ノ
ト
マ
ト　

名
古
屋
支
店

支　

店　

長　

藤　

間　
　
　

徹

名
古
屋
市
東
区
葵
三
︱
七
︱
十
六

　
　
　
　
　

千
種
ウ
エ
ス
ト
ビ
ル
六
階

Ｔ
Ｅ
Ｌ
〈
０
５
２
〉
９
３
０
︱
５
０
２
１

Ｆ
Ａ
Ｘ
〈
０
５
２
〉
９
３
０
︱
５
０
２
２

株
式
会
社
新
川
食
品

代
表
取
締
役　

古　

川　

定　

容

愛
北
工
場　

愛
知
県
小
牧
市
河
内
屋
新
田
上
岩
倉
杁
630

Ｔ
Ｅ
Ｌ
〈
０
５
６
８
〉
７
２
︱
４
５
５
２

Ｆ
Ａ
Ｘ
〈
０
５
６
８
〉
７
２
︱
４
５
５
０

株
式
会
社
大
冷　

名
古
屋
支
店

支　

店　

長　

加　

藤　

貴　

彦

名
古
屋
市
中
区
錦
一
︱
七
︱
二
七

　
　
　
　
　
　
　
　

三
同
ビ
ル
錦
八
階

Ｔ
Ｅ
Ｌ
〈
０
５
２
〉
２
１
８
︱
６
１
７
７

Ｆ
Ａ
Ｘ
〈
０
５
２
〉
２
１
８
︱
６
１
８
２

株
式
会
社
ニ
チ
レ
イ
フ
ー
ズ

中
部
支
社
長　

小　

山　

智　

康

名
古
屋
市
熱
田
区
川
並
町
二
番
十
六
号

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

白
鳥
ビ
ル
六
階

Ｔ
Ｅ
Ｌ
〈
０
５
２
〉
６
８
３
︱
２
５
１
１

Ｆ
Ａ
Ｘ
〈
０
５
２
〉
６
８
２
︱
２
６
９
５

す
ぐ
る
食
品
株
式
会
社

代
表
取
締
役　

宮　

崎　

勇　

二

東
京
都
目
黒
区
緑
が
丘
二
︱
七
︱
七

Ｔ
Ｅ
Ｌ
〈
０
３
〉
３
７
１
８
︱
６
３
３
１
㈹

Ｆ
Ａ
Ｘ
〈
０
３
〉
３
７
２
４
︱
２
７
９
３

株
式
会
社
津
田
商
店

代
表
取
締
役
社
長　

津　

田　

保　

之

本　
　

社　

岩
手
県
釜
石
市
鵜
住
居
町
第
十
地
割
三
〇
︱
一

　
　
　
　
　

Ｔ
Ｅ
Ｌ
〈
０
１
９
３
〉
２
９
︱
１
８
０
４

　
　
　
　
　

Ｆ
Ａ
Ｘ
〈
０
１
９
３
〉
２
９
︱
１
８
０
６

工　
　

場　

Ｔ
Ｅ
Ｌ
〈
０
１
９
３
〉
２
９
︱
１
８
０
５

　
　
　
　
　

Ｆ
Ａ
Ｘ
〈
０
１
９
３
〉
２
９
︱
１
８
０
６

テ
ー
オ
ー
食
品
株
式
会
社

代
表
取
締
役
社
長　

高　

橋　

征　

一

東
京
都
豊
島
区
南
長
崎
一
︱
二
︱
四

Ｔ
Ｅ
Ｌ
〈
０
３
〉
３
９
５
２
︱
１
３
８
１

Ｆ
Ａ
Ｘ
〈
０
３
〉
３
９
５
０
︱
８
６
９
３

営
業
本
部

名
古
屋
支
店
長
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三
井
住
友
海
上
火
災
保
険
株
式
会
社

総
合
代
理
店

株
式
会
社
ニ
ュ
ー
タ
ス 

尾
張
さ
ん
ゆ
う
支
社

顧　
　

問　

坂　

本　

文　

一

愛
知
県
愛
西
市
善
田
新
田
町
十
割
上
四
〇

Ｔ
Ｅ
Ｌ
〈
０
５
６
７
〉
３
１
︱
７
１
３
０

携
帯
電
話 

０
９
０
︱
３
８
５
６
︱
０
３
５
１

マ
ル
サ
ン
ア
イ
株
式
会
社

代
表
取
締
役
社
長　

堺　
　
　

信　

好

岡
崎
市
仁
木
町
字
荒
下
一
番
地

Ｔ
Ｅ
Ｌ
〈
０
５
６
４
〉
２
７
︱
３
７
０
０

マ
ル
ハ
ニ
チ
ロ
株
式
会
社　

中
部
支
社

支　

社　

長　

小　

林　

芳　

樹

名
古
屋
市
中
区
栄
一
︱
九
︱
一
六

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

Ｎ
Ｆ
ビ
ル
八
階

Ｔ
Ｅ
Ｌ
〈
０
５
２
〉
３
０
７
︱
８
７
３
８

Ｆ
Ａ
Ｘ
〈
０
５
２
〉
３
０
７
︱
８
７
３
９

株
式
会
社
ニ
ッ
コ
ー

代
表
取
締
役　

山　

﨑　

雅　

史

神
奈
川
県
大
和
市
代
官
一
︱
一
〇
︱
三

Ｔ
Ｅ
Ｌ
〈
０
４
６
〉
２
６
９
︱
０
２
１
７
㈹

Ｆ
Ａ
Ｘ
〈
０
４
６
〉
２
６
９
︱
０
２
８
４

株
式
会
社
華ハ

ナ
キ
キ
ョ
ウ

桔
梗

代
表
取
締
役　

𠮷　

村　

龍　

一

名
古
屋
市
中
川
区
伏
屋
二
︱
一
一
一
五

Ｔ
Ｅ
Ｌ
〈
０
５
２
〉
３
０
１
︱
７
８
２
４

Ｆ
Ａ
Ｘ
〈
０
５
２
〉
３
０
１
︱
８
１
６
９

だ
し
の
専
門
メ
ー
カ
ー

株
式
会
社
マ
ル
ハ
チ
村
松

代
表
取
締
役
社
長　

村　

松　

善　

八

静
岡
県
焼
津
市
下
江
留
一
〇
〇
一
︱
一

Ｔ
Ｅ
Ｌ
〈
０
５
４
〉
６
２
２
︱
７
３
７
１

Ｆ
Ａ
Ｘ
〈
０
５
４
〉
６
２
２
︱
７
６
９
１

三
島
食
品
株
式
会
社　

名
古
屋
支
店

支　

店　

長　

岩　

本　

直　

樹

名
古
屋
市
西
区
枇
杷
島
五
︱
三
〇
︱
一
〇

Ｔ
Ｅ
Ｌ
〈
０
５
２
〉
５
２
４
︱
０
８
８
８

Ｆ
Ａ
Ｘ
〈
０
５
２
〉
５
２
４
︱
４
５
５
５

株
式
会
社
日
清
製
粉
ウ
ェ
ル
ナ

業
務
用
営
業
部　

中
部
営
業
所

所　
　

長　

桑　

山　

貴　

行

名
古
屋
市
東
区
武
平
町
五
丁
目
一
番
地

名
古
屋
栄
ビ
ル
九
階

Ｔ
Ｅ
Ｌ
〈
０
５
２
〉
９
７
２
―
８
９
７
０

Ｆ
Ａ
Ｘ
〈
０
５
２
〉
９
７
２
―
８
９
７
３

株
式
会
社
ヤ
ヨ
イ
サ
ン
フ
ー
ズ

代
表
取
締
役
社
長　

溝　

口　

真　

人

東
京
本
社　

東
京
都
港
区
芝
大
門
一
丁
目
十
︱
十
一

Ｔ
Ｅ
Ｌ
〈
０
３
〉
５
４
０
０
︱
１
５
０
０

株
式
会
社
ニ
ッ
ス
イ　

中
部
支
社

支　

社　

長　

淺　

山　
　
　

徹

名
古
屋
市
中
村
区
名
駅
三
︱
二
二
︱
八

Ｔ
Ｅ
Ｌ
〈
０
５
２
〉
５
６
１
︱
５
３
０
０

Ｆ
Ａ
Ｘ
〈
０
５
２
〉
５
６
１
︱
５
３
０
９

日
東
ベ
ス
ト
株
式
会
社

代
表
取
締
役
社
長　

塚　

田　

莊
一
郎

名
古
屋
支
店　

名
古
屋
市
熱
田
区
千
代
田
町
一
七
番
八
号

Ｔ
Ｅ
Ｌ
〈
０
５
２
〉
６
８
２
︱
２
８
４
１

Ｆ
Ａ
Ｘ
〈
０
５
２
〉
６
８
２
︱
５
９
１
１
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理
研
ビ
タ
ミ
ン
株
式
会
社　

名
古
屋
支
店

支　

店　

長　

森　

田　

信　

夫

名
古
屋
市
中
区
栄
四
丁
目
二
番
二
九
号

Ｔ
Ｅ
Ｌ
〈
０
５
２
〉
２
３
８
︱
３
７
６
３

Ｆ
Ａ
Ｘ
〈
０
５
２
〉
２
３
８
︱
３
７
６
７

有
限
会
社 

林
食
品
商
会

豊
田
市
堤
町
上
町
一
〇
二
番

Ｔ
Ｅ
Ｌ
〈
０
５
６
５
〉
５
２
︱
４
６
１
８

Ｆ
Ａ
Ｘ
〈
０
５
６
５
〉
５
２
︱
５
３
０
１

六
甲
バ
タ
ー
株
式
会
社

代
表
取
締
役
社
長　

塚　

本　

浩　

康

神
戸
市
中
央
区
坂
口
通
一
丁
目
三
番
一
三
号

Ｔ
Ｅ
Ｌ
〈
０
７
８
〉
２
３
１
︱
４
６
５
８

Ｆ
Ａ
Ｘ
〈
０
７
８
〉
２
４
２
︱
１
３
７
９

希
望
運
輸
株
式
会
社

代
表
取
締
役
社
長　

靏　

見　

秀　

明

名
古
屋
市
南
区
丹
後
通
五
丁
目
八
番
地
の
一

Ｔ
Ｅ
Ｌ
〈
０
５
２
〉
６
１
２
︱
１
２
７
１

Ｆ
Ａ
Ｘ
〈
０
５
２
〉
６
１
１
︱
２
８
０
９

髙
瀬
物
産
株
式
会
社　

名
古
屋
支
店

支　

店　

長　

中　

川　

直　

樹

名
古
屋
市
中
村
区
野
田
町
大
字
大
池
一

Ｔ
Ｅ
Ｌ
〈
０
５
２
〉
４
１
３
︱
７
９
０
１

Ｆ
Ａ
Ｘ
〈
０
５
２
〉
４
１
３
︱
７
９
１
５

株
式
会
社
丸
小
青
果

　

西　

原　
　
　

聡

名
古
屋
市
中
川
区
柳
川
町
十
五
︱
四

Ｔ
Ｅ
Ｌ
〈
０
５
２
〉
６
８
２
︱
５
６
６
６
㈹

Ｆ
Ａ
Ｘ
〈
０
５
２
〉
６
８
２
︱
６
６
５
６

 

株
式
会
社
ア
イ
ケ
イ

代
表
取
締
役　

蜂
須
賀　

勝　

久

　
　

本
社　

安
城
市
横
山
町
大
山
田
中
一
六
番
地

Ｔ
Ｅ
Ｌ
〈
０
５
６
６
〉
７
２
︱
０
１
８
１

Ｆ
Ａ
Ｘ
〈
０
５
６
６
〉
７
４
︱
０
８
６
８

株
式
会
社
コ
ラ
ン
ト

代
表
取
締
役　

堀　
　
　

雅　

利

名
古
屋
営
業
所　
愛
知
県
名
古
屋
市
西
区
南
川
町
一
四
三

Ｔ
Ｅ
Ｌ
〈
０
５
２
〉
３
２
５
︱
４
５
５
６

Ｆ
Ａ
Ｘ
〈
０
５
２
〉
３
２
５
︱
４
５
５
７

ツ
ル
ミ
企
画

代　
　
　

表　

鶴　

見　

佳　

光

名
古
屋
市
緑
区
諸
の
木
二
丁
目
一
一
二
番
地

株
式
会
社
名
給

代
表
取
締
役
社
長　

青　

木　

基　

博

名
古
屋
市
熱
田
区
新
尾
頭
二
丁
目
二
番
六
一

Ｔ
Ｅ
Ｌ
〈
０
５
２
〉
６
８
１
︱
７
１
３
１

Ｆ
Ａ
Ｘ
〈
０
５
２
〉
６
７
１
︱
７
１
４
４

取

締

役

営
業
副
本
部
長

愛
知
県
学
校
給
食
物
資
流
通
協
同
組
合

名
古
屋
市
熱
田
区
新
尾
頭
二
丁
目
二
番
七
号

Ｔ
Ｅ
Ｌ
〈
０
５
２
〉
６
８
２
︱
６
２
１
９

Ｆ
Ａ
Ｘ
〈
０
５
２
〉
６
８
２
︱
８
４
８
６

h
ttp

://w
w

w
.aig

ak
u

ry
u

.com
in

f
o

@
a

ig
a

k
u

r
y

u
.c

o
m
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一
月
七
日
に
無
病
息
災
を

願
っ
て「
七
草
粥
」を
食
べ
た
、

と
い
う
方
も
多
い
の
で
は
な
い

で
し
ょ
う
か
。
今
回
は「
七
草

粥
」と「
春
の
七
草
」に
つ
い
て

改
め
て
目
を
向
け
て
み
ま
す
。

人
日
の
節
句

　
も
と
は
宮
中
の
一
年
の
行
事

で
あ
り
、
い
ま
は
季
節
の
変
わ

る
節
目
の
行
事
と
し
て
親
し
ま

れ
て
い
る
「
五
節
句
」
は
次
の

と
お
り
。

　
一
月
七
日
（
人
日
：
七
草
）

　
三
月
三
日
（
上
巳
：
桃
）

　
五
月
五
日
（
端
午
：
菖
蒲
）

　
七
月
七
日
（
七
夕
：
竹
）

　
九
月
九
日
（
重
陽
：
菊
）

　
そ
れ
ぞ
れ
の
節
句
に
は
そ
の

時
期
の
季
節
の
草
木
が
添
え
ら

れ
て
い
ま
す
。

　
一
月
七
日
に
行
わ
れ
て
い
た

古
代
中
国
（
前
漢
）
の
占
い
に

よ
り
「
人
日
」
と
い
わ
れ
、
江

戸
幕
府
に
よ
っ
て
正
式
に
節
句

と
し
て
制
定
さ
れ
た
こ
と
に
よ

り
庶
民
に
も
広
く
広
ま
っ
た
と

言
わ
れ
て
い
ま
す
。

七
草
粥

　
体
に
良
い
と
さ
れ
る
も
の
を

食
べ
る
こ
と
で
、
一
年
の
無
病

息
災
や
豊
作
、
立
身
出
世
を
願

い
ま
す
。
平
安
時
代
の
「
若
菜

摘
み
」
や
古
代
中
国
の
風
習
の

影
響
も
あ
り
、
春
の
七
草
を
細

か
く
刻
ん
だ
「
七
草
粥
」
を
食

べ
る
風
習
に
な
り
ま
し
た
。

　
白
米
と
春
の
七
草
、
塩
、
水

の
み
で
作
る
、
お
か
ゆ
で
す
。

春
の
七
草

　
春
の
七
草
を
ひ
と
つ
ず
つ
見

て
い
き
ま
し
ょ
う
。

「
セ
リ
」

　「
セ
リ
」
と
い
う
名
前
に
「
競

り
勝
つ
」
と
い
う
意
味
を
か
け

て
縁
起
物
と
さ
れ
て
い
る
、
店

頭
で
も
普
段
か
ら
見
か
け
る
野

菜
で
す
。
生
薬
名
は
水
芹
（
ス

イ
キ
ン
）。

「
ナ
ズ
ナ
」

　
道
端
で
見
か
け
る
こ
と
も
あ

る
「
ぺ
ん
ぺ
ん
草
」
と
い
う
名

前
で
知
ら
れ
て
い
る
草
で
す
。

子
ど
も
の
頃
に
遊
ん
だ
記
憶
も

あ
る
の
で
は
な
い
で
し
ょ
う

か
。
生
薬
名
は
薺
菜
（
セ
イ
サ

イ
）、
薺
（
セ
イ
）。

「
ゴ
ギ
ョ
ウ
」

　
ゴ
ギ
ョ
ウ
（
御
形
）
は
母
子

草
（
ハ
ハ
コ
グ
サ
）
の
こ
と
で

す
。
葉
や
茎
全
体
が
白
く
て
や

わ
ら
か
い
綿
毛
に
覆
わ
れ
て
い

ま
す
。
生
薬
名
は
鼠
麹
草(

ソ

キ
ク
ソ
ウ)

。

「
ハ
コ
ベ
ラ
」

　
ハ
コ
ベ
と
い
う
方
が
耳
馴
染

み
が
あ
る
か
も
し
れ
ま
せ
ん
。

生
薬
名
は
繁
縷（
ハ
ン
ロ
ウ
）と

い
い
、
江
戸
時
代
に
は
粉
末
に

し
た
こ
の
ハ
コ
ベ
と
同
量
の
塩

を
混
ぜ
た
も
の
を
指
に
つ
け
て

歯
磨
き（
歯
茎
の
マ
ッ
サ
ー
ジ
）

の
よ
う
に
使
っ
て
い
ま
し
た
。

「
ホ
ト
ケ
ノ
ザ
」

　「
ホ
ト
ケ
ノ
ザ
」
と
い
う
名

前
の
紫
の
花
を
つ
け
る
草
が
あ

り
ま
す
が
、
そ
れ
と
春
の
七
草

の
「
ホ
ト
ケ
ノ
ザ
」
は
異
な
る

も
の
で
す
。
標
準
和
名
は
「
コ

オ
ニ
タ
ビ
ラ
コ
」
と
い
い
、
春

先
に
黄
色
い
小
さ
な
花
を
咲
か

せ
る
も
の
で
す
。

「
ス
ズ
ナ
」

　
ス
ズ
ナ（
菘
）は
、カ
ブ（
蕪
）の

こ
と
で
す
。
生
薬
名
は
蕪
菁（
ブ

セ
イ
）、蕪
菁
子（
ブ
セ
イ
シ
）。

「
ス
ズ
シ
ロ
」

　
ス
ズ
シ
ロ（
蘿
蔔
）は
、
ダ
イ
コ

ン（
大
根
）の
こ
と
で
す
。
生
薬

名
は
莱
服
子（
ラ
イ
フ
ク
シ
）。

　
近
年
は
自
生
し
て
い
る
七
草

を
見
つ
け
る
の
も
難
し
く
な
っ

て
き
た
印
象
が
あ
り
ま
す
。
七

草
を
セ
ッ
ト
に
し
た
り
、
七
草

粥
用
に
作
ら
れ
た
も
の
を
店
頭

で
も
見
か
け
る
よ
う
に
な
り
ま

し
た
。普
段
は
多
く
の
人
が「
雑

草
」と
認
識
し
て
い
る
か
も
し
れ

な
い
植
物
に
、こ
の
機
会
に
ぜ
ひ

目
を
む
け
て
み
て
く
だ
さ
い
。

▲ 12月のスズナ

▲ 12月のスズシロ
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